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１． 研究課題 

ゼオライトおよび金属有機構造体（Metal-Organic Framework, MOF）を中心としたミクロ

多孔体を材料として、資源循環に貢献する化学の開拓を目指す。環境調和型かつ低コスト、

スケーラブルなミクロ多孔体合成手法の開発を行った。また、ミクロ多孔体の触媒や吸着材、

分離膜としての応用に関する研究を行った。 

 

２． 主な研究成果 

2.1 環境調和型低コスト合成ゼオライト 

従来型のゼオライト触媒合成において、高価な有機物の使用が課題であった。本研究では、

有機物を使用せずにゼオライトを合成し、その固体酸触媒特性（細孔容積、酸量、酸強度等）

について評価を行った。有機物を用いずに合成したゼオライトは、従来法で合成したゼオラ

イト比較し、高い結晶性・細孔容積を有していた。また、得られたゼオライトに適切な後処

理を施すことで、プラスチックの分解反応に適した性質をもつ触媒を調製することができた。 

これらの成果は、今後共同研究先企業と特許化を進めるとともに、各種触媒反応への応用

を予定している。 

 

2.2 環境調和型低コスト連続合成 MOF 

MOF合成は多量の有機溶媒を用いたバッチ式合成で行われており、溶媒による高いコストと

低い生産性が実用化に向けた課題である。本研究では、溶媒に有機物の代わりに水を使用し、

連続槽型反応器で合成することで、低コストかつ高い生産性を実現する。合成条件を種々に

検討した結果、複数種類の MOF において連続合成に成功し、従来品と同等の特性を有するこ

とを明らかにした。 

これらの成果は、今後共同研究先企業と特許化を進めるとともに、各種アプリケーション

（ガス吸着等）への応用を予定している。 

 

2.3 ミクロ多孔体による資源循環のためのアプリケーション開拓 

ゼオライトおよび MOF による吸着材、触媒、分離膜を開発し、資源循環のためのアプリケ

ーション開拓を行った。例えば、MOF 吸着材による CO2回収や、ゼオライト触媒による CO2転

換・プラスチック分解、分離膜による水処理等において、その有効性を示した。これらの成

果は、学術論文として国際誌に掲載されている（4.研究業績）。 
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５． 研究活動の課題と展望 

2050 年にカーボンニュートラル社会を実現するため、化学工学分野における学術とプロセス

の創成を引き続き目指す。新規 CO2資源化プロセスや実廃プラスチックのケミカルリサイクル

を実現する触媒分解プロセスの開拓にさらに注力して研究を推進する。 

 

 


